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公共交通と都市活動
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海外の事例に見る「交通まちづくり」

■ストラスブール(仏)人口25万

・LRT導入による自動車交通の抑制を達成

都心歩行者優先、駐車管理、自転車重視、公共交通管理

■フライブルク（独）人口20万

・都心歩行者とLRT,中央駅再建

・1984年自動車乗入規制と同時にレギオカルテ（地域環境定期
 券）導入、1991改定）

・公共交通機関がほぼ乗り放題（月額500ユーロ）

なぜ、便利な（利用者本位の）公共交通機関の整備が可能なのだろうか
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例）ストラスブール（フランス）交通政策
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まとめ
 

交通分野の取組

市中心部に自動車利用制限（黄ゾーン）
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都市内公共交通制度の各国比較
 

概要
日本 フランス ドイツ

理念と根拠 明確な法令なし

「交通基本法」のH２３制

 
定に向けて検討中

基本的人権として交通権を規定

 
し、公共交通によって漸進的に

 
実現する

⇒公共旅客輸送の利用促進を

 
優先的課題とする

‘82年「国内交通基本法」

※都市交通施策実施の権限を

 
州政府がもつ。

⇒都市内公共交通サービスを提

 
供することは生活配慮（行政

 
サービス）の一貫

交通事業者 路線開設は許可、廃止は

 
届出

（算入・退出が自由）

審査を受け、国に登録した事業

 
者

※定期交通旅客輸送は公営企

 
業等と契約締結した企業に限定

州政府が指定する官庁から許認

 
可を受けた事業者

自治体の役

 
割

法の規定はないが、バス

 
運行への公的支援などの

 
役割を果す

国、地方自治体及び地方自治体

 
の連合が定期公共旅客輸送を

 
組織する

国内交通基本法第7条第1項

地方自治体が計画策定、組織編

 
成、資金調達を行う

財源・税制 運賃収入での独立採算が

 
基本

交通税

・公共交通サービスの設備運営

 
のための目的税

「自治体交通財政法」

商業採算が原則だが、採算割れ

 
は自治体が公益事業として運営

 
費を補助（財源はガソリン税）

運営費の運

 
賃カバー率

バス事業者約250社全体

 
では約93％

約32％ 約71％

交通政策審議会交通体系分科会資料等より作成 5



欧州の交通分野における取組が成功した背景

○国による総合的な交通政策の基本法制度や指針の制定

例：仏）国内交通基本法

○地方への計画作成・実施権限の委譲

○地方自治体の財源確保

例：仏）交通税、

 
独）自治体交通財政法

国内の交通環境政策の統一性を確保しつつ、地域が主体となって交通・

 環境の取組を促進する制度の存在がある。

その他、
○政策の企画・立案・実施に関する市民参画の機会の確保
○環境問題に対する市民の関心の高さ
など
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都市の活動に公共交通
●自転車からの乗り継ぎ：各駅に駐輪場を設置＝サイクル・アンド・ライド（C&R）の推進

●自動車と乗り継ぎ：動物公園駅・荒井駅への大規模な駐車場の設置
＝パーク・アンド・ライド（P&R）も可能になります。キス・アンド･ライド（Ｋ＆Ｒ）も有効な手段として可能

●鉄道との乗り換え

 
仙台駅での、南北線の駅やJR線の交通との結節機能も考慮

●バスとの乗り継ぎ

 
動物公園駅・薬師堂駅・荒井駅での駅前広場整備＝バスの乗り継ぎをしやすくバス路線の再編成を

 
行う
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「杜の都」の緑のあり方
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重点的に行う低炭素施策が目指すものとは
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仙台にとって「緑」とは

「緑」＝「杜の都」の由縁。自然、歴史、伝統ある風土を象徴す
 るもので環境の保全・創造において不可欠なもの

仙台市環境基本条例（第15条）に定める杜の都の緑豊かな環境とは

・公園その他の公共的施設の整備その他の人と自然との豊かな触れ合いを確保するための

 事業の推進及び水、緑等に包まれた魅力ある都市空間の形成

「杜の都の環境をつくる条例」（第2条）における「緑」

・樹林地、水辺地等動植物の生息若しくは生育の基盤となる土地若しくは空間で良好な自然

 的環境を形成しているもの又は樹木、草花その他の植物をいう。

【さまざまな緑のイメージ】

河川やため池 農地

公園緑地
街路樹
公共施設・民間施設、

 
住宅地の緑

森林、
樹林地
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仙台市内の森林の現状

資料：経済局農林部農政企画課

仙台市域の約５７％は森林（44,531ha）である。

⇒青葉区、太白区及び泉区の西部にまとまった森林が広がる。
若林区と宮城野区では、海岸付近にクロマツを主とした保安林が存在。
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仙台市の森林の公益的機能の価値

資料：経済局農林部農政企画課

本市の予算規模（約4,400億円）との比較では、約30％近くとなる。
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仙台市の森林整備計画

資料：経済局農林部農政企画課

それぞれの機能を生かす森林づくりを目指し、仙台市森林整備計画を策定。

平成13年の森林法等の改正に伴い、市森林

 
整備計画を策定。それぞれの機能を生かす森

 
林づくりをすすめている。
・水土保全林：水源かん養、土砂流出・崩壊の

 
防備等を重視した森林
・森林と人との共生林：貴重な自然環境の保全、

 
市民と自然とのふれあいの場となる森林
・資源の循環利用林：木材等林産物の計画的・

 
安定的生産を重視した森林
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進まない伐採・間伐

人工林齢級別面積(単位：ａ）
2005年現在総面積1,478,173ａ

11～30年生,
451,956

10年生以下,
65,247

41年生以上,
401,580

31～40年生,
559,390

資料：両資料とも

 

2005年農林業センサスより

本市では、主伐に適した林齢の木材の伐採が進んでいない他、間伐につ

 いても進んでいない。

2005年仙台市内山林作業面積(単位：ａ）

植林, 4,735

間伐,
63,483

下刈りなど,
102,402

主伐, 3,957

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000
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バイオマス先進事例（埼玉県秩父市）
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重点的に行う低炭素施策が目指すものとは

自然と調和し、賑わいと潤いのある都市
地球温暖化に伴う気候変動緩和と並行して適応策（予防的なものを含む）

 も行う

自
然

共
生

による

気
候

変
動

の
適

応

自
然

共
生

による

気
候

変
動

の
適

応

周辺地域と

の連携・交流

周辺地域と

の連携・交流
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